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 要  旨 
 無線通信の発達に伴い、WLAN などの既存の通信方式のみならず、LTE、UWB、WiMAX な
どの通信方式が注目されている。このような複数の通信方式に対応した通信機器が多く、複数の
信号を一つのアンテナで送受信し分波するダイプレクサやトリプレクサといった分波回路が用い
られる。この分波回路において通過帯域近傍のスカート特性の急峻化、通過帯域外での高減衰量
の確保、高アイソレーション特性の実現が要求されている。 
 本論文では通過帯域近傍に減衰極を実現し急峻なスカート特性が実現でき、通過帯域外に関し
ても阻止レベルとして減衰量を規定できる楕円関数特性に着目し、スタブ形共振器を用いた楕円
関数バンドパスフィルタの設計方法について検討を行い、試作による実験的検討も併せて行った。
試作結果より楕円関数特性を有するバンドパスフィルタが実現できたことを確認した。 
 また検討を行った楕円関数バンドパスフィルタを 2 個用いたダイプレクサについて、一方の中
心周波数に他方の減衰極を実現させた状況で整合条件を満足するよう、各フィルタの 1 段目の共
振器の素子値を変更することで新たに整合回路を付加する必要がないダイプレクサの設計方法に
ついて検討を行い、試作による実験的検討も併せて行った。特性に改善の余地があるものの、一
方の中心周波数に他方の減衰極を実現させたことにより通過帯域において高アイソレーション特
性が得られるダイプレクサの実現を試作結果より確認した。 
 同様に楕円関数バンドパスフィルタを 3 個用いたトリプレクサについても、各中心周波数にお
ける整合条件を満足するよう、各フィルタの 1 段目の共振器の素子値を変更することで新たに整
合回路を付加する必要がないダイプレクサの設計方法について検討を行った。検討した各回路の
伝送特性は，回路シミュレータ(Ansoft Designer SV,Ansys 社)及び、3 次元電磁界シミュレータ
(HFSS ver.12, Ansys 社) を用いて計算を行った。 
 これらの検討結果から、楕円関数特性を有するバンドパスフィルタを実現し、このフィルタを
用いたことで、急峻なスカート特性、帯域外での高減衰量の実現及び高アイソレーション特性を
有する分波回路が実現した。 
 
